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平成23年4月
No. 463

　３月20日（日）、玉川堤一帯で、流しそうめん世界記録に挑戦ｉｎ井手町実行委員会（小川幸一実行委員長）による、「世界
記録に挑戦！流しそうめん大会」が開催されました。同大会は町内諸団体の交流活動を促進し、まちの活性化をはかろうと、
商工会をはじめ、町建設業協会、町内のＮＰＯ法人など、17団体で構成される実行委員会形式で行われました。
   午後1時に、玉川の上流から流されたそうめん（約100グラム）は、川からくみ上げた水に乗って順調にコースを流れ、１時
間42分かけて商工会館前のゴールに到着。現在の世界記録である鳥取市河原町の2631メートルを更新する3216.7メートル
の世界記録を樹立しました。
　また東北地方太平洋沖地震の被災地支援のため義援金が募られ、ミニ流しそうめんの売上全額と合わせ約15万円が集まり、
義援金は被災者の支援に活用される予定です。

流しそうめんで世界記録樹流しそうめんで世界記録樹立立
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２０１１年度（平成２３年度）の当初予算

予算総額６０億９７４０万６千円
一般会計３６億１４００万円　　　特別会計２４億８３４０万６千円
平成２３年度予算の概要

　平成２３年度の一般会計は、36億1400万円とな
り、前年度に比べて1億4600万円、4．2％の増額
となりました。
　また、特別会計は、国民健康保険・介護保険・後
期高齢者医療・井手町水道事業・多賀地区簡易水
道事業・公共下水道事業・多賀財産区を併せて２4
億8340万6千円となり、前年度に比べて9997万
1千円、4．2％の増額となり、一般会計と特別会計
を合わせた総額は、60億9740万6千円の予算規
模となり、前年度に比べて２億4597万1千円、4．

2％の増額となります。
　中でも、町内の豊かな森林や玉川などの清流を
守るため「美しい森づくり検討委員会」の発足、
町内の学校施設について、環境に配慮したエコ改
修を進めるための学校施設エコ改修調査研究事
業など、環境対策の充実、子育て支援医療費の助
成、新規事業の乳幼児の一時預かり事業といっ
た、子育て支援の充実を図っています。
　また、日常生活に身近な道路などの生活基盤の
整備などにも重点を置いた予算となっています。

歳出合計　３６億１４００万円

平成23年度主な事業（単位：千円）

総務費

ＡＥＤ購入　 577
ＬＥＤ照明整備 　2，500
カジカガエル復元事業 344

民生費

バリアフリー整備 　9，360
高齢者住宅改修助成 432
子育て支援医療費　　　　　　　　　　　　   28,787
子ども手当等　 １73，999
多賀保育園等プール改修　　　　　　　　　　2,800
一時預かり事業   　　　5,382

衛生費

源氏ボタル保護                                                      316
予防接種事業　 43，408
健康増進事業　 11，273
城南衛生管理組合分担金　　　　　　　　　101,919
墓地水汲み場整備　　　　　　　　　　　　10,600

農林水産業費

有害鳥獣駆除　 1,006
生産調整推進対策種子助成　 300
農地・水・環境保全向上対策事業　 640
豊かな緑と清流を守る森林整備事業　 799
美しい森づくり検討委員会　　　　　　　　　　114

労働費

緊急雇用創出事業費　 5，200

商工費

町商工会振興事業　 7，500
小企業特別融資保証料補給　 2，500
桜まつり　 5，676
まちづくりセンター管理委託　 1，485

土木費

木造住宅耐震診断　　　　　　　　　　　　　　590
町道46号線他道路維持　 5,200
町道1号線道路改良　　　　　　　　　　　60,000
町道44号線道路改良　 16,370
合藪ポンプ場発電機更新　 21,000
玉川砂防公園 24，500

消防費

消防委託料　 149，562
分署屋上防水等改修　　　　　　　　　　　　3,850
救急車積載ＡＥＤ購入  　　　3,500
水防倉庫移設整備 13,800

教育費

調べる学習地域コンクール事業 173
学校施設エコ改修調査研究事業 　2,000
特別支援教育支援員配置事業　　　　　　　　2,640
文化財発掘調査　 2,932
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▼
平
成
　
年
度
井
手
町
一
般
会
計
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補
正
予
算
（
第
４
回
）

▼
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成
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民
健
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２２

保
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会
計
補
正
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第
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回
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▼
平
成
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井
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会
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補
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算
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回
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▼
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井
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特
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計
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予
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２
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２
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手
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計
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算
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平
成
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井
手
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険
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計
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成
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手
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会
計
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成
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井
手
町
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簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

▼
平
成
　
年
度
井
手
町
後
期
高
齢

２３

者
医
療
特
別
会
計
予
算

▼
平
成
　
年
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井
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介
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保
険

２３
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計
予
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▼
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成
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井
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計
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▼
平
成
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度
井
手
町
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２３

区
特
別
会
計
予
算

【
報
告
】

▼
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て
　

４
件

３
月
定
例
町
議
会
の
結
果

　
３
月
定
例
町
議
会
は
、
３
月
　１０

日
か
ら
　
日
ま
で
開
か
れ
ま
し

２２

た
。
　
今
議
会
で
は
、
６
人
の
議
員
か

ら
計
　
件
の
一
般
質
問
が
行
わ

１６

れ
、
平
成
　
年
度
井
手
町
一
般
会

２３

計
予
算
な
ど
　
件
の
議
案
、
報
告

２４

４
件
、
諮
問
１
件
、
発
議
１
件
が

提
案
さ
れ
、
い
ず
れ
も
慎
重
に
審

議
さ
れ
た
結
果
、
原
案
可
決
ま
た

は
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　
３
月
定
例
町
議
会
で
可
決
成
立

し
た
議
案
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
提
出
議
案
】

▼
 井
手
町
都
市
計
画
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
の
件

▼
井
手
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
の
件

▼
城
南
衛
生
管
理
組
合
規
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の
変

更
に
つ
い
て
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め
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管
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任
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京
都
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ま
し
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農
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▼
和
解
及
び
損
害
賠
償
の
額
を
定

め
る
こ
と
に
つ
い
て

【
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問
】

▼
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き

意
見
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求
め
る
件

【
発
議
】

▼
議
会
活
性
化
特
別
委
員
会
設
置

に
つ
い
て

※
３
月
議
会
で
、
推
薦
さ
れ
ま
し

た
、
町
人
権
擁
護
委
員
の
方
は
次

の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

○
井
手
町
人
権
擁
護
委
員

　
市
場
　
和
男
（
北
部
区
）

※
３
月
議
会
で
、
議
会
活
性
化
特

別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
議
員
全
員

が
委
員
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
正

副
委
員
長
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

委
員
長
　
　
古
川
　
昭
義

副
委
員
長
　
丸
山
　
久
志

井
手
町
職
員
人
事
異
動
に

つ
い
て

　
役
場
で
は
、
今
後
の
行
政
需
要

に
対
応
す
る
た
め
、
４
月
１
日
付

け
で
職
員
の
異
動
を
行
い
ま
し

た
。（
敬
称
略
）

※
カ
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▽
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▽
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）
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【
主
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】
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課
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事
（
建
設
課
主
事
）
西
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▽
玉
川
保
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園
保
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（
い
づ
み

保
育
園
保
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士
）
吉
田
起
代
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▽

玉
川
保
育
園
保
育
士
（
い
づ
み
保

育
園
保
育
士
）
藤
本
春
菜
▽
建
設

課
技
師
（
上
下
水
道
課
技
師
）
南

崎
照
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▽
産
業
環
境
課
主
事
（
総

務
課
主
事
）
川
端
佐
知
子
▽
上
下

水
道
課
主
事
（
教
育
委
員
会
学
校

教
育
課
主
事
）
板
谷
な
お
み
▽
総

務
課
主
事
〈
京
都
府
市
町
村
職
員

実
務
研
修
生
派
遣
〉（
上
下
水
道
課

主
事
）
辻
井
祐
介

◎
議
会
の
事
務
部
局

【
理
事
級
】
議
会
事
務
局
長
（
理

事
〈
民
生
担
当
〉）
池
田
清
隆

◎
教
育
委
員
会
の
事
務
部
局

【
主
事
級
】教
育
委
員
会
学
校
教
育

課
主
事
（
産
業
環
境
課
主
事
）
石

井
美
子
▽
教
育
委
員
会
図
書
館
主

事
（
上
下
水
道
課
主
事
）
篠
部
直

茂◎
新
規
採
用
（
４
月
１
日
付
）

岡
元
里
奈
・
総
務
課
主
事
補
▽
綱

田
雄
太
・
企
画
財
政
課
主
事
補
▽

畑
仁
気
・
建
設
課
主
事
補
▽
鈴
木

浩
史
・
教
育
委
員
会
図
書
館
主
事

補◎
退
職
（
３
月
　
日
付
）

３１

鈴
木
康
正
（
議
会
事
務
局
長
）
▽

古
川
進
（
上
下
水
道
課
係
長
）
▽

村
田
寛
一
（
教
育
委
員
会
図
書
館

主
査
）
▽
西
陰
地
成
美
（
教
育
委

員
会
図
書
館
主
事
）

京都府最低賃金が改定されました

７４９円
（時間額）

最低賃金に関するお問い合わせは京都労働局

（℡０７５－２４１－３２１５）又は最寄りの労働基準監督署へ。

発効日：平成２２年１０月１７日

※特定の産業には特定（産業別）最低賃金が定められて

　います。
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こ
の
日
、
井
手
小
学
校
か
ら
　６３

人
（
男
子
　
人
・
女
子
　
人
）、

３６

２７

多
賀
小
学
校
か
ら
　
人
（
男
子
　

１７

１０

人
・
女
子
７
人
）
の
卒
業
生
が
６

年
間
の
思
い
を
胸
に
小
学
校
を
巣

立
っ
て
行
き
ま
し
た
。

と
、
卒
業
生
一
人
ひ
と
り
の
名
前

が
読
み
上
げ
ら
れ
、
卒
業
証
書
が

松
本
校
長
か
ら
ク
ラ
ス
の
代
表
者

に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
松
本
校
長
は
式
辞
で
「
み
な
さ

ん
が
こ
れ
か
ら
歩
ん
で
い
く
道
に

は
う
れ
し
い
こ
と
や
楽
し
い
こ
と

ば
か
り
で
な
く
、
辛
い
こ
と
や
苦

し
い
時
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
苦
し

い
時
や
辛
い
時
こ
そ
希
望
を
持
つ

こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
し
て
希
望

を
実
現
す
る
た
め
に
、
強
い
意
思

を
持
っ
て
積
極
的
に
活
動
し
、
努

力
を
重
ね
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
在
校
生
代
表
と
先
生

方
に
よ
る
『
構
成
詩
』
が
巣
立
っ

て
い
く
卒
業
生
に
語
り
か
け
ら
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
あ
と
卒
業
生
代
表
が
３
年

間
の
中
学
校
生
活
の
思
い
出
を
語

り
、
力
強
く
巣
立
ち
の
決
意
を
述

　
泉
ヶ
丘
中
学
校
（
松
本
秀
男
校

長
）
の
第
　
回
卒
業
証
書
授
与
式

６４

が
３
月
　
日
（
金
）
に
行
わ
れ
、

１１

　
人
の
卒
業
生
（
男
子
　
人
・
女

５１

２３

子
　
人
）
が
、
中
学
校
生
活
３
年

２８
間
の
思
い
出
が
た
く
さ
ん
詰
ま
っ

た
校
舎
を
巣
立
っ
て
行
き
ま
し

た
。
式
典
で
は
、
在
校
生
ら
の
大

き
な
拍
手
の
な
か
卒
業
生
が
入

場
。
全
員
に
よ
る
校
歌
斉
唱
の
あ

いでのまちかいでのまちかどど

ウオッチング

　
２
月
　
日（
土
）、　
日（
日
）の

２６

２７

　
人
が
泉
ヶ
丘
で
の
思
い
出
を
胸
に
巣
立
つ

51第
　
回
泉
ヶ
丘
中
学
校

64
卒
業
証
書
授
与
式

祝辞を述べる
汐見町長

式辞を述べる
松本校長

井
手
小
　
人
６３

多
賀
小
　
人
１７

卒
業

子
ど
も
た
ち
に
読
書
の
　
　

　
　
楽
し
さ
を
伝
え
た
い

　
２
月
　
日
（
火
）、
子
ど
も
の
読

２２

書
活
動
推
進
事
業
に
よ
り
図
書
館

か
ら
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
、
絵
本
約

２
０
０
冊
、
紙
芝
居
約
　
冊
が
提

３０

供
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
絵
本
、
紙
芝
居

を
設
置
し
子
ど
も
た
ち
が
自
由
に

閲
覧
で
き
る
よ
う
に
す
る
も
の
で

す
。
今
年
度
が
事
業
の
初
年
度
で

あ
り
５
ヵ
年
計
画
で
児
童
館
、
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
な
ど
、
町
の
関

連
施
設
に
図
書
を
設
置
す
る
予
定

で
す
。

　
３
月
　
日
（
金
）、
井
手
小
学
校

１８

と
多
賀
小
学
校
で
卒
業
証
書
授
与

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ふ
れ
あ
い
ギ
ャ
ラ
リ
ー

巣立ちの決意を述べる卒業生代表（泉ヶ丘中）

地域説明会の様子

保健センターに
図書、絵本が提供されました

卒業証書が手渡されました（多賀小）在校生に見送られる卒業生（井手小）

ゴ
ミ
袋
の
透
明
化
　

　
　
試
行
へ
向
け
て

　
２
月
　
日
（
月
）
～
３
月
７
日

２１

（
月
）
に
か
け
て
、
各
区
の
公
民
館

で
「
家
庭
ご
み
減
量
化
対
策
」
地

域
説
明
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
説
明
会
で
は
、
職
員
か
ら
ゴ
ミ

の
排
出
の
現
状
が
写
真
や
グ
ラ
フ

で
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
ゴ
ミ
の
減

量
化
を
進
め
る
た
め
に
、
燃
や
す

ゴ
ミ
袋
の
透
明
化
・
水
切
の
徹
底
・

資
源
化
ゴ
ミ
の
分
別
（
カ
ン
・
古

紙
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
）
の
徹
底

の
重
要
性
が
解
説
さ
れ
た
あ
と
、

ゴ
ミ
袋
の
透
明
化
や
分
別
に
関
し

べ
、
新
し
い
人
生
の
ス
タ
ー
ト
を

切
り
ま
し
た
。

て
活
発
に
質
問
が
出
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
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３
月
５
日
（
土
）、
大
正
池
グ
リ

ー
ン
パ
ー
ク
で
井
手
町
豊
か
な
緑

と
清
流
を
守
る
協
議
会
（
中
坊
睦

会
長
）
が
主
催
す
る
森
林
体
験
教

室
が
開
か
れ
、
町
内
か
ら
親
子
や

協
議
会
メ
ン
バ
ー
　
人
が
参
加
し

３５

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
大
正
池
グ
リ
ー
ン

パ
ー
ク
の
入
り
口
周
辺
の
山
林
で

草
刈
り
や
伐
採
作
業
を
行
っ
た
ほ

か
、
大
正
池
を
散
策
し
な
が
ら
ス

ギ
や
ヒ
ノ
キ
な
ど
　
種
類
の
木
に

１０

名
札
を
取
り
付
け
て
ま
わ
り
、
最

後
に
は
モ
ミ
ジ
の
記
念
植
樹
を
行

い
ま
し
た
。
参
加
し
た
子
ど
も
た

ち
は
、
松
ぼ
っ
く
り
で
リ
ー
ス
作

り
を
行
う
な
ど
自
然
の
中
で
の
一

日
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。　

２
日
間
、
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン

タ
ー
ホ
ー
ル
で
井
手
町
文
化
協
会

（
小
川
俊
雄
会
長
）が
主
催
す
る
作

品
展
示
発
表
会
「
ふ
れ
あ
い
ギ
ャ

ラ
リ
ー
」が
、『
高
め
よ
う
文
化
を
、

広
め
よ
う
地
域
の
輪
』
を
テ
ー
マ

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
協
会
は
「
第
　
回
国
民
文
化

２６

祭
井
手
町
『
川
柳
の
祭
典
』」
開

催
を
契
機
と
し
て
町
内
の
文
化
団

体
の
協
力
、
連
携
を
高
め
更
な
る

文
化
振
興
を
は
か
る
た
め
昨
年
設

立
さ
れ
、
今
回
の
ふ
れ
あ
い
ギ
ャ

ラ
リ
ー
が
初
の
合
同
作
品
展
で
し

た
。
作
品
展
に
は
、
同
協
会
加
盟

　
団
体
の
絵
画
や
写
真
、
書
、
水

１０墨
画
、
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
、
陶
芸

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
メ
ン
バ
ー
の

力
作
３
０
０
点
余
り
が
出
展
さ

れ
、
２
日
間
で
約
５
０
０
人
が
来

場
さ
れ
ま
し
た
。

森
林
体
験
教
室

　
３
月
　
日
（
金
）、
井
手
町
総
合

１１

計
画
審
議
会
（
福
田
宏
司
会
長
）

が
、
昨
年
　
月
に
町
議
会
で
可
決

１２

さ
れ
た
第
４
次
総
合
計
画
の
基
本

構
想
に
基
づ
き
、
よ
り
具
体
的
な

施
策
を
示
す
基
本
計
画
（
案
）
を

汐
見
町
長
に
答
申
し
ま
し
た
。

　
第
４
次
総
合
計
画
は
、
平
成
　２３

年
度
か
ら
　
年
間
の
ま
ち
づ
く
り

１０

の
指
針
と
な
る
計
画
で
す
。
今

回
、
答
申
し
た
の
は
計
画
の
基
本

構
想
に
基
づ
い
て
具
体
的
施
策
を

取
り
ま
と
め
た
も
の
で
、
将
来
の

ま
ち
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
７
項
目
に
分

け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
で
現
状
と

課
題
、
達
成
目
標
と
そ
の
た
め
に

取
組
む
べ
き
施
策
、
計
画
期
間
の

中
間
年
度
の
達
成
目
標
を
数
値
で

示
し
て
い
ま
す
。　

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
の
　

　
次
の
　
年
の
た
め
に

１０

体験教室の様子

会場の様子

園児にマイナスイオン発生器が
手渡されました

基本計画答申の様子

マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
発
生
器
　

が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た

　
３
月
　
日
（
木
）、
い
づ
み
保
育

１７

園
で
、
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
発
生
器

の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。　

　
こ
の
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
発
生
器

は
、
井
手
町
新
産
業
育
成
施
設
で

　
年
に
わ
た
っ
て
電
子
機
器
の
研

１０究
開
発
に
取
組
ん
で
き
た
ア
レ
イ

プ
ロ
ト
テ
ッ
ク
（
株
）（
加
藤
修
代

表
取
締
役
）
が
解
散
す
る
こ
と
に

な
り
、「
　
年
間
、
町
で
お
世
話
に

１０

な
っ
た
お
礼
」
と
し
て
町
に
　
台
５２

寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
す
。
同
社
は

従
来
品
よ
り
も
発
生
量
が
多
い
マ

イ
ナ
ス
イ
オ
ン
発
生
器
を
開
発
、

販
売
し
て
い
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
発

生
器
を
町
内
の
保
育
園
と
小
中
学

校
、
図
書
館
に
設
置
し
活
用
し
て

い
く
予
定
で
す
。

老
人
ク
ラ
ブ

　
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
配
布

　
３
月
　
日
（
木
）、
井
手
町
老
人

２４

ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会
（
二
木
昭
男

会
長
）
の
メ
ン
バ
ー
　
名
が
チ
ュ

２８

ー
リ
ッ
プ
の
プ
ラ
ン
タ
ー
を
弥
勒

会
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
や
各

区
公
民
館
な
ど
町
内
施
設
　
箇
所

２９

に
配
り
ま
し
た
。

　
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
配
布
は
、
高

齢
者
生
き
が
い
活
動
の
一
環
と
し

て
、
町
内
の
施
設
に
き
れ
い
な
花

を
届
け
よ
う
と
老
人
ク
ラ
ブ
の
メ

ン
バ
ー
が
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の

で
、
昨
年
の
　
月
に
老
人
ク
ラ
ブ

１１

の
メ
ン
バ
ー
で
植
え
付
け
を
行
い

育
て
て
い
ま
し
た
。
今
年
は
合
計

２
０
０
個
の
プ
ラ
ン
タ
ー
を
配
り

ま
し
た
。

町内の施設にチューリップが届けられました



2011-4 広報いで ６

▲

　3月2日(水)、井手小学校児童会役員が、エコキャップ運
動として集めたペットボトルキャップをリサイクル業者
に渡しました。 　　　　　　　　　
　この活動はジョイント・アップ推進事業の一環でエコ実
践活動として取り組んだものです。井手小学校児童が回
収したキャップを、町内の小中学校の児童会・生徒会役員
がシールをはがし、回収できる状態にしました。キャップ
は約80㎏ あり、約40人分のポリオワクチン代として寄付
にあてられます。

▲

　3月1日(火)、井手町老人クラブ連絡協議会（二木昭男会
長）の女性部（中川照子部長）のメンバーらが手がけた手
縫いの雑巾が、町内の福祉施設などに届けられました。
　雑巾くばりは、年度末の大掃除に役立ててもらおうと、
毎年行っている取り組みで今年は約730枚を製作し、泉ヶ
丘中学校や高齢者総合福祉センター「いでの里」、デイサー
ビスセンター、玉川保育園など計7施設に、プレゼントされ
ました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

▲

　3月3日（木）、多賀保育園で交通安全バックの贈呈式が行
われました。小学校入学を境に急増する新入学児童の交通
事故を防ぐため、綴喜交通安全協会と田辺警察署によりプ
レゼントされたもので、贈呈式のあと、交通安全教室が行
われ信号の意味や渡り方を教わりました。
　交通安全バックは、車から見えやすい反射材付きのデザ
インで、町内の保育園の3歳児～5歳児を対象にプレゼント
されました。

▲

　3月8日（火）、玉川保育園で人権の花を育ててくれた園
児に感謝状の贈呈式が行われました。「人権の花」事業は
スイセンの栽培を通じて、命の大切さや他人への思いや
りなどを養うために法務省が毎年行っている事業。
　この日は、町人権擁護委員と町職員が小学校へ訪れ、
感謝状を贈呈しました。人権擁護委員を代表して嶋田昌
和さんから「みなさんに一生懸命育ててもらったおかげ
で、こんなにきれいな花が咲きました。ありがとうござ
いました。これからもお友達と仲良く、楽しい日々を送
ってください。」と挨拶があり、園児からは「これからも
みんなと仲良く楽しく命を大切に過ごします。ありがと
うございました。」とお礼の言葉が伝えられました。
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▲

　3月14日(月)、泉ヶ丘中学校の１年生が学校周辺の
美化活動を行いました。
　掃除には１年生2クラス53人が参加し、3組に分か
れて、多賀駅・玉水駅からの通学路、また「流しそう
めん世界記録に挑戦in井手町」への協力として玉川堤
の堤防も範囲を広げきれいにしてまわりました。　

▲

　3月11日(金)、3月井手町議会定例会で固定資産評
価審査委員に選任された村田忠次さんの委嘱式が行
われました。任期は3年です。

▲

　3月17日(木)、高月区内の畑で井手町老人クラブ連
絡協議会（二木昭男会長）のメンバー34人がじゃが
いもの種いもの植え付けを行いました。
　この事業は、高齢者生きがい対策の一環として毎年
行っている事業で収穫されたじゃがいもは弥勒会や
町外の福祉施設にプレゼントされる予定です。

東北地方太平洋沖地震による

被災者募金箱の設置について

　東北地方太平洋沖地震により、多くの死者が出
るなど住民や家屋等に大きな被害が出ました。被
害を受けられた被災者への支援として、井手町内
各施設に3月14日から募金箱を設置しています。
なお設置場所は、井手町役場１階・山吹ふれあいセ
ンター図書館・いづみ人権交流センター１階・玉泉
苑・JAやましろ農協井手町支店の5つの施設です。
　これらの義援金は3月25日現在で1,508,262円
集まり日本赤十字社を通じて被災者の支援に活用
される予定です。一人でも多くの方々の善意のご
協力をお待ちしております。

　浦田博史氏は、昭和42年に京都
府の技師として採用され、関西文
化学術研究都市推進室長、企画環
境部次長、木津地方振興局長など
を歴任されてきました。

事
業
専
門
の
特
別
職
と
し
て
、

　
浦
田
博
史
さ
ん
が
参
与
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

浦田参与

大
和
田
仁
さ
ん
が
退
職

                      お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

　
井
手
町
の
参
与
を
務
め
て
こ
ら
れ
た
大
和
田
仁
氏

は
、
３
月
　
日
を
も
っ
て
退
職
さ
れ
ま
し
た
。 
　

３１
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○子宮頸がん予防接種について

　平成23年1月より子宮頸がん予防接種に対しての助成
を開始していますが、接種希望者が急増したことに伴
い、3月初旬から全国的にワクチンの供給量が不足し、
医療機関での予約が取りにくい状況となっています。
　現在のところワクチンの流通が安定する時期につき
ましては、平成23年7月頃と見込まれています。
　なお、新中学1年生女子の方についてはワクチンの供
給が安定しましたら、個別案内を送付します。

○妊婦健康診査の健診項目に　　　　　　　

　「クラミジア検査」が追加されました

　平成23年4月1日以降に妊娠届を出された方について
は、妊婦健康診査受診券綴りに「クラミジア検査」を追
加して交付します。
　すでに妊婦健康診査受診券綴りをお持ちの方で「クラ
ミジア検査」を受けていない場合は、かかりつけの医療
機関にご相談をいただき、受診をされた場合は公費負担
となります。

烏 羽隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠

烏
羽

隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠

　５月は「赤十字運動月間」として、赤十字の活動に
ご協力くださる社員の増強運動を展開しています。
　日本赤十字社では、大規模な地震や風水害などの災
害に際して、医療救護活動や救援物資の搬送、義援金
の募集など、被災地域のいち早い復興を目指した活動
を行っています。
　これらの活動を支援するため、井手町でも区長会を
通じて社資募集を行いますので皆様のご協力をよろし
くお願いいたします。

※お問合せは日本赤十字社京都府支部山城地区井手町
　分区　住民福祉課（℡82－6164）まで

保健センターからのお知らせ

○不妊治療助成制度が拡充されました

　平成23年4月1日より人工授精が助成対象に追加され
ました。
　また、現行の保険適用における治療費の自己負担額も
上限額が3万円から6万円に引き上げられました。
★制度拡充について
①人工授精分補助限度額の追加
　自己負担額の1／2上限額10万円（新規）
②保険適用分補助限度額の引き上げ
　自己負担額の１／2上限額3万円→6万円
③1年間の助成限度額
　10万円（①人工授精分と②保険適用分の治療を行った
　場合１０万円が限度額となります）

治療を希望される方は、不任治療実施医療機関または、
保健センターにご相談ください。

※お問い合わせは、保健センター（℡82‐3385）まで

◎平成22年度が2年に一度の国民健康被保険者証の更新
時期でしたので、現在一般被保険者証は「クリーム色」、
退職被保険者証は「うぐいす色」に変わっています。
更新がまだの方は、至急に井手町役場保健医療課窓口で
手続きをしてください。

《手続きに必要なもの》
・お持ちの国民健康保険被保険者証
・印鑑
◎現在国民健康保険以外の健康保険（会社の健康保険な
ど）に加入されている方は、至急に資格喪失の手続きを
してください。
《手続きに必要なもの》
・お持ちの国民健康保険被保険者証
・国民健康保険以外の健康保険証（会社の健康保険など
　国保加入者全員のもの）
・印鑑
をご持参ください。

※お問合せは、保健医療課（℡82－6166）まで

保険者証の更新手続きをお忘れなく
烏 羽隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠
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烏 羽隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠

水道水質検査計画のお知らせ
　井手町では、水道法第20条の規定に基づき定期の水質検査を実施しております。
平成23年度の水質検査計画を策定しましたので公表します。

住民の皆様に安心・安全な水道水を飲んでいただけるように、きめ細かい水質検査に努めます。
＊お問い合わせは、上下水道課（℡82‐6169）まで

検査項目項目数検査の頻度検査場所検査の名称

色、濁り、消毒の残留効果3項目毎日浄水場
配水管末毎日検査

水質基準項目9項目毎月配水管末毎月検査

水質基準項目28項目
　　（内2回50項目）年4回配水管末3ヶ月検査

水質管理目標設定項目26項目＋農薬年1回配水管末年間検査

検査項目項目数検査の頻度検査場所検査の名称

水質基準項目39項目年2回浄水場入口・取水ポンプ場入口内原水検査

（※上記検査は井手町水道事業、多賀地区簡易水道事業の配水系統ごとに行います。）

２．品質管理のための水質検査

○平成23年度水質検査計画の概要
１．品質保証のための水質検査

蛎

各

劃

廓

鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎

鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎

嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇

嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇

　水道は、電気や電話と同じく利用者の使用料金で

経営しています。

　電気代や電話代は納付が遅れると自動的に停止さ

れます。

　水道料金も同じく納付が遅れると水道法及び町条

例に基づき給水を停止いたしますので、必ず納付期

限内に納付してください。

※お問い合わせは、上下水道課（℡８２－６１６９）まで

水道料金未納の方はご注意を！！
　１月に未納世帯に対し

給水停止予告・給水を停止しました。

～ゴミの減量化にむけて⑦～

・木の枝等は紐で束ねて直接出して下さい

・中身が確認出来ない段ボール箱や紙袋は収集できません

・黒い袋等が残っている場合は、使い切ってから透明袋を

　購入して下さい

・紙おむつは中身の見えない袋でも収集しますが、その場

　合、袋に「紙おむつ」と表示してください

・生ゴミは、よく水を切って出して下さい

燃やすゴミの透明袋化がスタート
　透明か半透明の袋ならどんな袋も結構です

　京都府知事が委託し、障害のある方や保護者からの各種相談に応じ、助言や指導などを行ってもらっています。
お気軽にご相談ください。

平成23年度
身体障害者相談員 廣瀬千代ノさん
  連絡先　井手町大字井手小字宮ノ本113‐3（電話82‐2364）
知的障害者相談員 古川貴久子さん
  連絡先　井手町大字井手小字北溝6（電話82‐3110）

地域の障害者相談員の方をご紹介します。
烏 羽隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠
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土金木水火月日
1615141312114/10

さんさん会
（支援センター）

とことこちゃん広場
こいのぼり作り
（支援センター）

遊びの広場
育児相談と同時相談
（保健センター）

23222120191817
よちよちちゃん広場
こいのぼり作り
（支援センター）

さんさん会
（玉泉苑）

おでかけ広場
（西部公民館）
多賀地区

30292827262524

休日
ぴよぴよちゃん広場
こいのぼり作り
（支援センター）

7654325/1

休日休日休日

141312111098
とことこちゃん広場
こいのぼり作り
（支援センター）

さんさん会
（支援センター）

多賀保育園
園庭開放日

子育てサークルの紹介・活動

さんさん会：午前１０時～ 正午【妊婦～３歳位の子どもとその保護者】

　　代表：林（０８０－１４５１－１８２２）

カモミール（キッズケア）【未就園児の親子】

　　代表：平間（０９０－５３６７－０３９７）

★初めての方は、代表まで連絡ください。

各広場の対象者　場所：子育て支援センター

＊とことこちゃん広場：1歳半～就学前の子どもとその保護者
＊よちよちちゃん広場：7ヶ月～1歳半位の子どもとその保護者
＊ぴよぴよちゃん広場：妊婦～6ヶ月位の子どもとその保護者
＊おでかけ広場：妊婦～就学前の子どもとその保護者

※どの事業も予約なしでいつでも参加できます。

子育て支援センターからのお知らせ

４・５月の事業　時間：午前10時～正午

　子育て支援センターは、玉川保育園にあります。【ＴＥＬ・ＦＡＸ　：　0774－82－2232】

　　★子育て支援センターは、事業の日だけでなく毎日開いています。

　　★子育てで困った時、しんどい時の相談も受けています。　

　　★利用時間　：　月曜日　～　金曜日　午前9時30分～午後4時00分

　　　（ちょいと気分転換という気軽な気持ちで遊びに来てください。）

山
背
古
道
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

～
春
の
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～
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ウ
ォ
ー
ク
～
の
ご
案
内

　
城
陽
駅
前
ま
た
は
、
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市
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、
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背
古
道
の
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点
と
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く
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ン
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ー
椿
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を
目
指
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て
山
背
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道
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分
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す
。
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た
、
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ー
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途
中
に
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食
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を
行

う
「
ほ
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ー
」
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。

日
時
／
５
月
　
日
（
日
）　
雨
天
決
行

１５

　
　
　
午
前
９
時
半
受
付
開
始
　
　
午
前
　
時
ス
タ
ー
ト

１０

　
　
　
※
参
加
費
無
料
・
申
込
不
要

場
所
／
城
陽
駅
前
ま
た
は
、
木
津
川
市
役
所
前
（
ス
タ
ー
ト
）

コ
ー
ス
／
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陽
駅
前
ま
た
は
木
津
川
市
役
所
前
～
井
手
町

ま
ち
づ
く
り
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ン
タ
ー
椿
坂
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ち
物
／
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筒
、
雨
具
な
ど

お
問
い
合
わ
せ
／
井
手
町
企
画
財
政
課
　（
℡
　
‐
６
１
６
２
）

８２
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昨年の「山背古道～春のは～ふウォーク」
にてウォーキング客でにぎわう椿坂



2011-4広報いで１１１１

禍

花

稼

苛

禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾

禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾

箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇

箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇

ンとギターによる合奏、いづみ太鼓「左馬」の和太
鼓演奏、小中学生二人二組によるヒップホップダン
ス、北区・南区老人クラブによるカラオケなどが日
頃の練習成果を発表されました。
　井手町人権問題啓発事業「記念公演会」では、在
日二世のソウルゴスペルシンガー 新井 深絵（あら
い みえ）さんを招いて、「心元気に⋯」-一歩ふみだせ
ば風はかわる-と題しトーク＆コンサートを開催し
ました。
　いづみ児童館内では、人権展をはじめ児童館・保
育園・小中学校・いづみまなび教室・住民の作品展
示、いづみ人権交流センターの外の会場では関係団
体によるうどん、お好み焼き、フランクフルト、焼
きトウモロコシなどそれぞれ趣向をこらした模擬店
が設けられ終日にぎわっていました。

　第２５回井手町解放文化祭（同実行委員会主催＝中村
義孝実行委員長）が、３月１３日（日）、いづみ人権交流
センター・いづみ児童館を会場にして開催されました。
　 解放セレモニーでは、中村実行委員長からあいさつ
の冒頭、東北地方太平洋沖地震に関してふれられ「今、
私たちにできることは、被災者支援のための義援金を
募ることではないか、今日、会場に来場されている皆
様に募金のご協力を」と呼びかけをされました。また
「この井手町解放文化祭を、あらゆる差別がなくなり、
平和で住みよい社会を築くための人権文化の創造の理
念を広めていく場にしていきたい」とあいさつ。つづ
いて、町を代表して汐見町長、議会を代表して木村議
長、部落解放同盟京都府連の西島書記長よりそれぞれ
来賓のあいさつがありました。
　舞台では、愛ｄｅバンドの演奏を最初に、大正琴教
室の演奏に合わせていづみ保育園児が歌を披露、また
玉川・多賀保育園児による手話をつかった歌、マンドリ

見つめよう私たちの歴史　育てよう私たちの文化

第2５回井手町解放文化祭

資　格試験期日受付
期間

募集
種目

２０歳以上２６歳未満の者
（２２歳未満の者は大卒（見込含））大学院修
士学位取得者（海上技術幹部候補生志願
者は、理工学修士学位取得者に限る）及び
自衛官は２８歳未満

１次：５月１４日・１５日
　　（１５日は飛行要員のみ）
２次：６月１４日～１６日のうち指定する日
３次：７月１２日～８月４日
　　（飛行要員のみ、指定する日）２月１日

～
５月６日

一般
・
技術

幹部
候補生

専門の大卒（見込含）２０歳以上３０歳未満
の者（薬剤は２０歳以上２６歳未満の者（薬
学修士学位取得者は２８歳未満））

１次：５月１４日
２次：６月１４日～１６日のうち指定する１日

歯科
・

薬剤科

１８歳以上２７歳未満の者１次：５月２１日
２次：６月２２日～２７日のうち指定する１日

２月１日
～

５月６日
一般曹候補生

平成２３年度自衛官募集案内　募集種目及び試験期日等

＊お問い合わせは、自衛隊京都地方協力本部(℡０７５‐２１１‐３４７１)または、宇治地域事務所(℡４４‐７１３９)まで
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母
子
家
庭
奨
学
金
申
請
受
付

　
平
成
　
年
度
受
給
さ
れ
る
方
は
、
５
月

２３

末
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
年
度
途
中
の
申
請
は
減
額
支
給
に
な
り

ま
す
。（
対
象
は
、
乳
幼
児
か
ら
高
校
生
ま

で
毎
年
度
申
請
が
必
要
で
す
。
他
の
制
度

と
併
せ
て
支
給
の
方
は
、
支
給
額
が
制
限

さ
れ
ま
す
。）

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
京
都
府
山
城
北
保

(
)

健
所
綴
喜
分
室
 ℡
　
‐
５
７
４
７
 ま
で

６３

山
背
古
道
　
お
話
探
訪

　
山
背
古
道
に
あ
る
宝
を
達
人
に
紹
介
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

日
時
／
４
月
　
日
（
日
）
午
後
１
時
～
３

２４

時
　
玉
台
寺
（
木
津
川
市
）

午
後
１
時
～
　

　「
つ
ぎ
ね
ふ
山
背
と
狛
の
里
」
ー
浅
田
家
文

　
書
か
ら
ー
　
講
師
　
浅
田
周
宏
さ
ん

午
後
２
時
半
～

　「
座
禅
あ
れ
こ
れ
」
講
師
　
中
島
住
職

　
な
お
、
希
望
者
は
　
時
　
分
上
狛
駅
集

１１

１５

合
で
浅
田
さ
ん
の
案
内
で
玉
台
寺
へ
。
お

弁
当
持
参
で
絶
景
の
風
景
を
見
な
が
ら
玉

台
寺
で
昼
食
を
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

主
催
／
山
背
古
道
探
検
隊

参
加
費
／
無
料

※
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、
山
背
古
道
探

検
隊
事
務
局
（
井
手
町
役
場
　
企
画
財
政

課
内
℡
　
‐
５
２
１
２
）
ま
で

８２

上
下
水
道
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

救
命
講
習
会
開
催
の
お
知
ら
せ

日
時
／
５
月
８
日
（
日
）
９
時
～
正
午

場
所
／
京
田
辺
市
消
防
署
井
手
分
署
会
議
室

定
員
／
　
名
程
度

１０

参
加
費
／
無
料

受
付
期
間
／
５
月
７
日
（
土
）
ま
で

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
京
田
辺
市
消
防
署

井
手
分
署
（
℡
　
‐
３
０
０
０
）
ま
で

８２

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
猶
予

期
間
が
終
了
間
近
で
す

　
平
成
　
年
６
月
１
日
か
ら
、
す
べ
て
の

２３

住
宅
（
自
動
火
災
報
知
設
備
を
設
置
し
て

い
る
住
宅
を
除
く
）に
、
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

　
大
切
な
命
を
守
る
た
め
、
寝
室
・
階
段
・

台
所
な
ど
に
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

　
設
置
し
た
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
取

扱
説
明
書
の
要
領
で
、
１
ヶ
月
に
１
回
と

３
日
以
上
留
守
に
し
た
と
き
は
、
正
常
に

作
動
す
る
か
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
消
防
署
が
訪
問
販
売
業
者
を
派

遣
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
の

ス
ポ
ー
ツ

講
座
・
教
室
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・
雨
天
曇
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す

・
夜
間
の
開
催
に
な
り
ま
す
の
で
、
お
子

様
だ
け
で
の
参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
教
育
課（
℡
　８２

‐
５
７
０
０
）
ま
で

【
生
き
生
き
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
（
お
花
見
・

朗
読
ラ
イ
ブ
）】

日
時
／
４
月
　
日
（
水
）
午
前
　
時
半
～

２０

１１

場
所
／
玉
泉
苑

対
象
／
　
歳
以
上
の
方
お
よ
び
障
害
の
あ

６５

る
方

＊
事
前
申
込
が
必
要
で
す

＊
毎
月
　
日
発
行
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

２０

ン
タ
ー
だ
よ
り
」で
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の

詳
し
い
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

（
℡
　
‐
３
４
９
９
）
ま
で

８２

【
親
と
子
の
絵
本
の
会
】

日
時
／
４
月
　
日
（
土
）
午
後
２
時
～

１６

場
所
／
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
井
手
町
図
書
館（
℡

　
‐
５
７
０
０
）
ま
で

８２ 【
成
人
・
高
齢
者
保
健
事
業
】

《
山
吹
体
操
ク
ラ
ブ
・
健
康
相
談
》

日
時
／
４
月
　
日
（
木
）
午
後
１
時
半
～

１４

３
時

場
所
／
賀
泉
苑

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

（
℡
　
‐
３
４
９
９
）
ま
で

８２
 【

乳
幼
児
健
康
診
査
】

場
所
／
い
ず
れ
も
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ

ン
タ
ー

【
和
太
鼓
教
室
】

日
時
／
４
月
　
日
（
土
）
午
後
１
時
半
～

２３

３
時
半

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
児
童
館（
℡

　
‐
４
１
１
２
）
ま
で

８２【
い
づ
み
ま
な
び
教
室
】

《
太
極
拳
（
入
門
・
初
級
）》

日
時
／
４
月
　
日
（
金
）
午
後
１
時
半
～

２２

３
時

持
ち
物
／
運
動
で
き
る
服
装
・
上
履
き

《
大
正
琴
》

日
時
／
４
月
　
日
（
金
）
午
前
　
時
～
正
午

２２

１０

持
ち
物
／
大
正
琴
・
楽
譜

《
ペ
ン
習
字
》

日
時
／
４
月
　
日
（
木
）・
　
日
（
火
）
午

１４

２６

後
１
時
半
～
３
時
半

＊
各
教
室
の
材
料
費
等
は
自
己
負
担
と
な

り
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流

セ
ン
タ
ー
（
℡
　
‐
３
３
８
０
）
ま
で

８２

【
健
康
教
室
】

日
時
／
４
月
　
日
（
木
）
午
前
　
時
～
　

２８

１０

１１

時
半

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
各
教
室
の
材
料
費
等
は
自
己
負
担
と
な

り
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流

セ
ン
タ
ー
（
℡
　
‐
３
３
８
０
）
ま
で

８２

【
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
天
文
台
】

日
時
／
４
月
　
日
（
木
）
午
後
７
時
半
～

２８

９
時

場
所
／
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

・
申
し
込
み
は
不
要
で
す

４
月
は
、
井
手
地
区
の
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
月
で
す
。
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物
を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い

場
所
／
玉
泉
苑

＊
心
配
ご
と
相
談
は
、
第
１
月
曜
日
は
玉

泉
苑
、
第
３
月
曜
日
は
賀
泉
苑
で
開
設
し

て
い
ま
す
。

＊
無
料
法
律
相
談
は
予
約
制
と
し
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

（
℡
　
‐
３
４
９
９
）
ま
で

８２

【
障
害
者
相
談
】

日
時
／
４
月
　
日
（
火
）・
　
日
（
火
）・

１２

２６

５
月
　
日
（
火
）
午
後
１
時
半
～
４
時

１０

場
所
／
役
場
西
別
館
１
階
相
談
室

【
母
子
の
相
談
・
教
室
】

《
育
児
相
談
》

日
時
／
４
月
　
日
（
水
）

１３

受
付
／
午
前
９
時
半
～
　
時
半

１０

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

《
遊
び
の
広
場
》

日
時
／
４
月
　
日
（
水
）

１３

受
付
／
午
前
９
時
半
～
　
時
１１

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

《
発
達
相
談
》

日
時
／
４
月
　
日
（
水
）

２７

受
付
／
時
間
は
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー（
℡

　
‐
３
３
８
５
）
ま
で

８２【
こ
こ
ろ
の
相
談
室
（
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
）】

日
時
／
４
月
　
日
・
　
日
（
火
）・
５
月
　

１２

２６

１０

日
（
火
）
午
前
　
時
半
～
午
後
２
時

１０

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流

セ
ン
タ
ー
（
℡
　
‐
３
３
８
０
）
ま
で

８２

《
２
歳
半
歯
科
健
診
》

日
時
／
４
月
　
日
（
月
）

１１

対
象
／
Ｈ
　
・
９
・
１
か
ら
Ｈ
　
・
　
・

２０

２０

１２

　
生
ま
れ

２３受
付
／
午
後
１
時
～
１
時
半

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

《
１
歳
半
健
診
》

日
時
／
５
月
９
日
（
月
）

対
象
／
Ｈ
　
・
９
・
１
か
ら
Ｈ
　
・
　
・

２１

２１

１０

　
生
ま
れ

３１受
付
／
午
後
１
時
～
１
時
半

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー（
℡

　
‐
３
３
８
５
）
ま
で

８２【
予
防
接
種
・
集
団
接
種
】

《
ポ
リ
オ
》

日
時
／
４
月
　
日
（
火
）・
５
月
　
日
（
火
）

１９

１０

受
付
／
午
後
２
時
～
２
時
　
分
４５

＊
母
子
手
帳
と
予
診
票
を
必
ず
持
参
し
て

く
だ
さ
い（
予
診
表
が
な
い
方
は
、
当
日
お

渡
し
し
ま
す
）

＊
「
予
防
接
種
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
は
毎
回

必
ず
読
ん
で
く
だ
さ
い

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー（
℡

　
‐
３
３
８
５
）
ま
で

８２【
心
配
ご
と
相
談
・
人
権
相
談
・
行
政
相
談
】

日
時
／
４
月
　
日
（
月
）
午
後
１
時
～
４
時

１８

場
所
／
賀
泉
苑

日
時
／
５
月
２
日
（
月
）
午
後
１
時
～
４
時

場
所
／
玉
泉
苑

【
無
料
法
律
相
談
】

日
時
／
４
月
　
日
（
月
）
午
後
２
時
～
４
時

２５

各

種

相

談

健

康

子

育

て
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一
般
書

「
県
庁
お
も
て
な
し
課
」　
　
　
有
川
浩

「
赤
の
他
人
の
瓜
二
つ
」　
磯
崎
憲
一
郎

「
麒
麟
の
翼
」　
　
　
　
　
　
東
野
圭
吾

「
ち
ょ
ち
ょ
ら
」　
　
　
　
　
　
畠
中
恵

「
花
の
鎖
」　
　
　
　
　
　
　
湊
か
な
え

「
七
人
の
鬼
ご
っ
こ
」　
　
三
津
田
信
三

「
イ
ン
・
ザ
・
ル
ー
ツ
」　
　
竹
内
真

児
童
書

「
ね
こ
が
お
ど
る
日
」　
　
森
川
百
合
香

「
パ
パ
カ
レ
ー
」　
　
　
　
　
武
田
美
穂

【
開
館
日
】
火
曜
日
～
日
曜
日

【
開
館
時
間
】

４
月
～
９
月
　
午
前
　
時
～
午
後
６
時

１０

☆
４
月
・
５
月
の
休
館
日

４
月
４
・
　
・
　
・
　
・
　
日

１１

１８

２５

２８

５
月
２
・
９
～
　
・
　
・
　
・
　
・
　
日

１２

１６

２３

２６

３０

☆
貸
し
出
し
冊
数
お
よ
び
期
間

図
書
は
１
人
　
冊
、　
２
週
間

１２

雑
誌
は
１
人
５
冊
、　
２
週
間

視
聴
覚
資
料
は
１
人
３
点
、　
１
週
間

☆
主
な
新
着
資
料
の
紹
介
　
４
月

「
一
ね
ん
せ
い
に
な
っ
た
ら
」　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
べ
や
ふ
よ
う

「
ひ
み
つ
の
ゆ
び
き
り
げ
ん
ま
ん
」　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
秀
雄

「
お
に
も
つ
　
は
い
け
ん
」　
吉
田
道
子

４
月
・
５
月
の
図
書
館
行
事

《
親
子
で
楽
し
む
紙
し
ば
い
》

４
月
９
日
（
土
）
５
月
　
日
（
土
）

１４

い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
か
ら

《
親
と
子
の
絵
本
の
会
》

４
月
　
日
（
土
）
５
月
　
日
（
土
）

１６

２１

い
ず
れ
も
午
後
２
時
か
ら

《
春
の
お
は
な
し
会
》

４
月
　
日
（
日
）
午
後
２
時
か
ら

２４

《
雑
誌
の
リ
サ
イ
ク
ル
》

５
月
　
日
（
土
）
～
　
日
（
金
）

２１

２７

　
ア
エ
ラ
・
お
し
ゃ
れ
工
房
・
関
西
ウ

　
ォ
ー
カ
ー
・
き
ょ
う
の
健
康
・
暮
し

　
の
手
帳
・
ク
ラ
ッ
シ
ィ
・
芸
術
新
潮
・

　
コ
モ
・
サ
ヴ
ィ
・
サ
ラ
イ
・
サ
ン
キ

　
ュ
！
・
ス
ク
リ
ー
ン
・
旅
　
他

花の鎖
湊　かなえ
元英語講師の梨花、結婚後、
子供ができずに悩む美雪、絵
画講師の紗月。そして、３人
の女性の人生に影を落とす謎
の男「Ｋ」。感動のミステリ。
『別冊文藝春秋』連載をまとめ
て単行本化。

デコ★ロールもっとつくっち
ゃお！キャラ＆動物編
Junko
リラックマ、ピカチュウ、パ
ンダ、恐竜など、子どもが喜
ぶキャラクターや動物のモチ
ーフを中心とした模様入りロ
ールケーキを紹介。切り取っ
て使える、デコ★ロールの作
り方早見表、実寸型紙付き。

ともだちごっこ
降矢なな
「明日からキツネくんはあた
しだけのともだち！」　 それ
って何だかヘンだよね。ワガ
ママ女の子テンとしてしまっ
た約束にキツネは困ってしま
い …。「お れ た ち、と も だ
ち！」
シリーズ第１０弾。

新幹線しゅっぱつ！
鎌田　歩
秋田のおじいちゃんとおばあ
ちゃんの家に遊びにいくため
に、家族で東京駅にやってき
た、つばさくん。これから、
初めて新幹線に乗ります。新
幹線がホームに入ってきてか
ら発車するまでの様子を描い
た絵本。

癌

贋

岩

雁
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翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

Ｑ
．
国
民
年
金
っ
て
ど
ん
な
種
類
が
あ
る
の
で
す
か
。

Ａ
．
日
本
に
住
む
　
歳
以
上
　
歳
未
満
の
方
は
、
国
民
年
金

20

60

に
加
入
し
て
、
基
礎
年
金
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
た

だ
し
、
国
民
年
金
の
加
入
者
の
種
別
は
３
種
類
に
分
か
れ
て

い
て
、
保
険
料
を
納
め
る
方
法
な
ど
が
異
な
っ
て
い
ま
す
。

　
自
営
業
者
等
の
第
１
号
被
保
険
者
に
は
、
学
生
や
フ
リ
ー

タ
ー
な
ど
も
含
ま
れ
ま
す
。
第
２
号
被
保
険
者
は
厚
生
年
金

等
に
加
入
し
て
い
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
等
で
す
。
ま
た
、
第
２

号
被
保
険
者
の
被
扶
養
配
偶
者
は
第
３
号
被
保
険
者
と
さ
れ

ま
す
。

　
な
お
、
第
２
号
被
保
険
者
は
、
基
礎
年
金
に
上
乗
せ
の
厚
生

年
金
等
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
第
１
号
被
保
険
者
の
方
は
、
月
額
１
万
５
、
０
２
０
円
の
保

険
料
を
自
身
で
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
一
方
、
第
２
号
被
保
険
者
と
第
３
号
被
保
険
者
の
保
険
料

は
、
第
２
号
被
保
険
者
が
加
入
し
て
い
る
厚
生
年
金
等
か
ら

ま
と
め
て
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
個
人
で
納
め

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
第
２
号
被
保
険
者
と
第
３
号
被
保
険
者
の
年
金
の
手
続
き

は
、
勤
め
先
の
事
業
主
な
ど
が
行
う
の
で
、
個
人
で
行
う
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
第
１
号
被
保
険
者
の
年
金
の
手
続
き
は
、

自
身
で
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
て
、
手
続
き
先
は
市
区
町
村

の
国
民
年
金
の
窓
口
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
第
２
号
被
保
険
者
が
　
歳
未
満
で
退
職
す
る
と
、
市

60

区
町
村
の
窓
口
で
第
１
号
被
保
険
者
に
な
る
た
め
の
手
続
き

を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
第
３
号
被
保
険
者
が
　
歳
未
満
で
、
①
配
偶
者
の
退
職
、
②

60

本
人
の
パ
ー
ト
等
収
入
の
１
３
０
万
円
以
上
へ
の
増
加
、
③

離
婚
、
な
ど
の
理
由
で
被
扶
養
配
偶
者
で
な
く
な
る
と
、
第
１

号
被
保
険
者
に
な
り
ま
す
。

　
必
ず
市
区
町
村
の
窓
口
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。



2011-4広報いで１１１５

※ごみ収集に関するお問い合わせは、役場産業環境課（TEL82‐6168）まで

し尿収集日程

※し尿に関するお問い合わせは、城南衛生管理組合（TEL０７５‐６３１‐５１７１）まで

ごみは、朝９時までに出してください。
★4月より、燃やすごみの袋の透明化がスタートしました。透明袋による排出にご協力をお願いします。
★カン、ビン、ペットボトル、発泡トレー等は中身の見える袋で出してください。
★「乾電池」は「カン」の日に、「カセットボンベ缶、スプレー缶」は「その他」の日に、それぞれ別の透明な袋に入れて出し
　てください。
★粗大ごみは、収集日の１週間前までに産業環境課へ電話予約（TEL８２‐6168）してください。（テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・ 
   洗濯機・エアコン・パソコンは除きます）
★テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・洗濯機・洗濯乾燥機・エアコン・パソコンは家電リサイクル品です。
※古紙等（新聞、雑誌、ダンボール・紙パックごとに分別のうえ）の収集は全地区毎週月曜日です。

その他
発　泡

トレー等

ペット

ボトル
粗大ごみビンカン燃やすごみ

 区　分

地　区 

水曜日

４月１２日

４月２６日

５月１０日

４月１４日５月５日４月２１日４月２８日火・金曜日

北 区

南 区

水 無 区

水曜日
４月１９日

５月３日
４月１５日５月５日４月２２日４月２９日月・木曜日

玉 水 区

石 垣 区

高 月 区

水曜日
４月２０日

５月４日
４月１４日４月２８日４月２１日５月５日火・金曜日上 井 手 区

水曜日
４月１３日

４月２７日
４月１４日４月２８日４月２１日５月５日火・金曜日多 賀 全 区

収集区域し尿収集
区域番号収集日

西北河原、東北河原、南口、西北ノ代、東北ノ代、北口、西北組、東
松ヶ花、茶臼塚、新造、東北組、甚五郎谷⑨４月１５日

阿弥陀寺、西南組、東南組、前川、立石、小払、岩倉、馬場崎、墓ノ平⑩４月１８日

内垣内、奥西、帽子田、下川、判ノ地、石名田、高橋、谷村、宮ノ後、
天王山、蛇谷、粟岡、北赤坂、穴虫、南久保、浜、上ノ浜⑪４月１９日

安堵山、起、佃、平山、新四郎山、中島、西垣内、中垣内、東垣内⑫４月２０日

里、玉ノ井、西高月、東高月、清水、栢ノ木、中溝、西山、尾ノ山、山
縁、田村新田⑬４月２１日

川久保、北玉水、辻垣内、野畑、山田、柏原、南玉水、久保、渋川、段
ノ下、扇畑、浜田、橋ノ本⑭４月２２日

梅ノ木原、野神、北猪ノ阪、南猪ノ阪、宮ノ本、西前田、北開、北溝、
南溝、下赤田、上赤田、鳥休、柴木田⑮４月２５日

（ビン）
◆対象となるもの　　　洋酒、ジュース、ドリンク、調味料などの空きビン
◆出し方　　　　　　　キャップを必ずはずし、簡単な水洗いを行った後、中身の見える袋に入れる。キャッ
　　　　　　　　　　　プは「その他」ごみの日に出してください。業者に引き取ってもらえるビンは出さな
　　　　　　　　　　　いでください。
◆出せないビン　　　　乳白色のビン、コップ、ガラス、電球、蛍光灯など。これらのものは「その他」ごみ
　　　　　　　　　　　の日に出してください。

ごみ収集日程表（4月11日～5月10日）



住 民 カ レ ン ダ ー

行　　　　事曜月日
２歳半歯科健診（午後１時～１時半、保健センター）月4/11
こころの相談室（午前10時～午後2時、いづみ人権交流センター）
障害者相談（午後１時半～４時、役場西別館１階相談室）火12
和太鼓交流教室（午後７時～９時、自然休養村管理センターホール）
育児相談（午前９時半～１０時半、保健センター）
遊びの広場（午前９時半～１１時、保健センター）

水13

山吹体操クラブ・健康相談（午後１時半～３時、賀泉苑）
ペン習字教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）木14

金15
和太鼓教室【サークル】（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）
親と子の絵本の会（午後２時～、山吹ふれあいセンター）土16

日17
心配ごと相談・人権相談・行政相談
（午後１時～４時、賀泉苑）月18
ポリオ（午後２時～２時４５分、保健センター）火19
生き生きふれあいサロン【お花見・朗読ライブ】（午前１１時半～、玉泉苑)水20

木21
大正琴教室（午前１０時～正午、いづみ人権交流センター）
家庭教育学級【開講式・第１回】（午前１１時～正午、玉川保育園）
太極拳教室（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）

金22

IDEゆうゆうスポーツクラブ開始式（午前９時半～、山城勤労者福祉会館）
和太鼓教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）土23
総合開会式・町長旗争奪ソフトボール大会（午前８時半～、泉ヶ丘中学校）
春のおはなし会（午後２時～、山吹ふれあいセンター図書館）日24
無料法律相談(午後２時～４時、玉泉苑）月25
こころの相談室（午前10時～午後2時、いづみ人権交流センター）
障害者相談（午後１時半～４時、役場西別館１階相談室）
ペン習字教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）

火26

発達相談（時間は保健センターまでお問い合わせください、保健センター）
和太鼓交流教室（午後７時～９時、自然休養村管理センターホール）水27
健康教室（午前１０時～１１時半、いづみ人権交流センター）
天文台公開（午後７時半～９時、山吹ふれあいセンター）木28

金29
和太鼓教室【サークル】（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）土30
無火災デー防火パレード日5/1
心配ごと相談・人権相談・行政相談（午後１時～４時、玉泉苑）月2

火3
水4
木5
金6

和太鼓教室【サークル】（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センタ
ー）土7

日8
１歳半健診（午後１時～１時半、保健センター）月9
こころの相談室（午前10時～午後2時、いづみ人権交流センター）
障害者相談（午後１時半～４時、役場西別館１階相談室）
ポリオ（午後２時～２時４５分、保健センター）

火10

届出人赤ちゃん住所

弘 一 史  栞 
し おり

市 場多賀

出張徴収
【多賀】

出張徴収
【北・南】

まちのカレンダまちのカレンダーー
（4月11日～5月10日）

発行：京都府綴喜郡井手町役場
編集：企画財政課
井手町ホームページ

 http://www.town.ide.kyoto.jp/ 
E-mail：info@town.ide.kyoto.jp

〈
出
産
〉

（２月２０日から３月１９日までの届出分・敬称略）

公共施設電話番号一覧
電話番号名　　称

0774－82－6161総　務　課
0774－82－6162企画財政課
0774－82－6163税　務　課
0774－82－6164住民福祉課
0774－82－6165高齢福祉課
0774－82－6166保健医療課
0774－82－6167建　設　課
0774－82－6168産業環境課
0774－82－6169上下水道課
0774－82－6171会計課
0774－82－6172議会事務局
0774－82－4333
0774－82－5700

教育委員会（学校教育課）
山吹ふれあいセンター（図書館・社会教育課）

0774－82－3380
0774－82－4112

いづみ人権交流センター
いづみ児童館

0774－82－3385保健センター
0774－82－3690地域包括支援センター
0774－82－2070泉ヶ丘中学校
0774－82－2119井手小学校
0774－82－2112多賀小学校
0774－82－2153玉川保育園
0774－82－2225多賀保育園
0774－82－4160いづみ保育園
0774－82－2232子育て支援センター
0774－82－4651環境衛生センター
0774－82－3617学校給食センター
0774－82－3838井手町まちづくりセンター椿坂
0774－99－4318町立デイサービスセンター
0774－82－3499老人福祉センター「玉泉苑」
0774－82－5059老人福祉センター「賀泉苑」
0774－82－3000京田辺市消防署　井手分署
0774－82－2001代 表 番 号井手町役場

お詫びと訂正
　広報いで３月号１６面に掲載の〈出産〉
に一部誤りがありました。お詫び申し上
げますとともに、次のように訂正させてい
ただきます。

届出人赤ちゃん住所

和 洋 蓮  嵐 
れ あ

東多賀

（１月２０日から２月１９日までの届出分・敬称略）

「井手ねっと！ブログ」

参加者募集中
　井手ねっと！では、新規参加者をお待ちしています。

井手町在住・出身の方、また、町外でも井手町に興味

がある方は大歓迎です。

　井手ねっと！（http://idenet.jp）で自分のホームペー

ジ（ブログ）を作ってみませんか。

　ブログ開設のお申込は下記の電話番号まで。

※ブログとは、簡単な方法でホームページの更新がで

きる「日記」風のサイトです。投稿した記事に対して

コメントを書き込めるので、参加者同士で交流もでき

ます。インターネットができる方であれば、どなたで

も利用することができます。

＊お問い合わせは、井手ねっと！運営委員会事務局（井

手町企画財政課内　ＴＥＬ８２‐５２１２）まで


